
　　（略） 　　（略）

20分短縮
20分短縮
10分短縮

10分短縮
10分短縮
40haの増

10分短縮

20分短縮
20分短縮

10分短縮

（別紙）新旧対照表

   林産物の搬出及び森林施業の向上により地域の活性化を図るため、船石町の上座
地区と中里町平木場地区を接続し、地域路網の骨格となる林道『権現線』の整備を行
う。
   また、滑石団地へと通じる市道「岩屋町滑石線」と現在整備中の市道「油木町西町線」
を接続する市道『虹が丘町西町1号線』を整備することにより、都心部通過交通の削減
及び長崎市北部地区から都市部へのアクセス向上を図り、安全で効率的な輸送体系を
実現する。

   林産物の搬出及び森林施業の向上により地域の活性化を図るため、船石町の上座
地区と中里町平木場地区を接続し、地域路網の骨格となる林道『権現線』の整備を行
う。
   加えて、森とのふれあいの促進により地域の活性化を図るため、林産物の搬出、森林
施業の向上及び「県民の森」等の森林公園へのアクセス道として、西海町の広平地区と
神浦下大中尾町の箕久保地区を接続し地域路網の骨格となる林道『西彼杵半島線』の
整備を行う。
   また、滑石団地へと通じる市道「岩屋町滑石線」と現在整備中の市道「油木町西町線」
を接続する市道『虹が丘町西町1号線』を整備することにより、都心部通過交通の削減
及び長崎市北部地区から都市部へのアクセス向上を図り、安全で効率的な輸送体系を
実現する。
   加えて、相川地区の国道２０２号と市のレジャー施設「あぐりの丘」や「式見ハイツ」を
接続する『市道相川町四杖町１号線』を整備することにより、同施設へのアクセス向上を
図るとともに市西部地区における新たな環状道路を形成し、交通ネットワークの強化を
図る。
　 なお、『林道権現線』と『林道西彼杵半島線』については、森林整備計画に記載されて
おり、『市道虹が丘町西町１号線』と『市道相川町四杖町１号線』はそれぞれ、平成９年と
平成８年に市道認定されている。

1～3　（略）

5　目標を達成するために行う事業

　5-1　全体の概要

4　地域再生計画の目標

（目標1）交通ネットワーク整備による都市部へのアクセス向上
　　　　・ 県立長崎北高校～市道岩屋町滑石線（虹が丘町）
　　　　・ 西町～救急医療施設

（目標2）林業の振興
　　　　・　林道終点～木材市場

1～3　（略）

新 旧

4　地域再生計画の目標

（目標1）交通ネットワーク整備による都市部へのアクセス向上
　　　　・ 県立長崎北高校～市道岩屋町滑石線（虹が丘町）
　　　　・ 西町～救急医療施設
         ・ 国道２０２号～市のレジャー施設

（目標2）林業の振興
　　　　・　林道権現線終点～木材市場
         ・　林道西彼杵半島線終点～木材市場
　　　　・  間伐面積

（目標3）「長崎県民の森」へのアクセス向上、集落間の移動時間の短縮
　　　　・　三重地区～神浦大中尾間

5　目標を達成するために行う事業

　5-1　全体の概要



（別紙）新旧対照表

新 旧

5-2　法第5章の特別措置を適用して行う事業 5-2　法第4章の特別措置を適用して行う事業

（略）
[施設の種類（事業区域）、事業主体]
　　・市道 （長崎市）　長崎市
　　・林道 （長崎市）　長崎県、長崎市

（略）
〔事業主体〕
  長崎市

[施設の種類]
  市道虹が丘町西町１号線
　　　　（平成 9 年 3 月26日　市道認定）
  林道権現線
　　　　（平成17年12月28日　長崎南部地域森林計画記載）

5-3　その他の事業
　　　　・市道油木町西町線（緊急地方道路整備事業〔地方道路整備臨時交付金〕）
　　　　（略）

6～8　（略）

[事業費]
  総事業費　　5,253,600千円　（うち交付金　2,616,870千円）
　  市道　　　　4,560,000千円　（うち交付金　2,280,000千円）
　  林道　　　　　693,600千円　（うち交付金 　 336,870千円）

[整備量]
　市道　2.9km
　林道　3.3km

5-3　その他の事業
　　　　・市道油木町西町線（地方道路交付金事業）
　　　　（略）

6～8　（略）

[事業費]
  総事業費　　3,304,000千円　（うち交付金　1,644,800千円）
　　  市道　　　3,160,000千円　（うち交付金　1,580,000千円）
　　  林道　　　　144,000千円　（うち交付金 　　64,800千円）

[整備量]
　市道　1.95km
　林道　1.25km


